
 ６月２５日に薬小っこ集会がありまし

た。内容はみんなで俳句を朗読し、

リコーダーの演奏をしました。もちろ

ん大成功！！最初から最後までの

態度も立派な態度でした。しかし、

本当に素晴らしかったのは発表まで

の過程でした。発表の中には代表

に発表してもらう箇所もありました

が、「代表をやりたい人？」と聞くと、

たくさんの子が手を挙げてくれまし

た。代表になった子は、なれなかっ

た子の分も頑張ろうと、進んで練習

してくれました。また、代表になれな

かった子も「頑張ってね！」と自然に

声をかける姿がありました。「もっと

こうしたいいな、という意見はないか

な」と聞いてみると、子どもたちはよ

く考え、アイデアを出してくれました。

みんなで作りあげたんだという気持

ちが、よい発表につながったのだと

思います。 
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 先日の親子レクレーションでは大変お世話になりました。子どもたちの嬉しそうな笑顔が

たくさん見られ、とても楽しい時間でした。 

長い夏休みまで、あと少しです。楽しく夏休みをスタートさせるためにも、７月は学習の

まとめをしっかりと行っていきたいと思います。また、夏休みの計画も、しっかり立てさせ

たいと思います。また、これから益々暑い日が多くなります。「早寝・早起き・朝ごはん」を

意識して、体調管理にも十分気を付けて過ごしていただきたいと思います。御協力よろしく

お願いします。 
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お知らせとお願い 
１ 教科書やノートの忘れ物が目立ちます。特に、理科、社会の忘れ物が多いようです。授業に

支障が出ないよう、前日にしっかりと次の日の準備をするよう声かけをお願いいたします。ま

た、筆箱の中身は、学習に必要な本数の鉛筆、消しゴム、赤青鉛筆、(赤、青のボールペン)、

定規だけです。必要ないものや必要以上の本数が筆箱に入っていませんか。学校でも呼びかけ

ますが、御家庭でもぜひ一緒に筆箱の中を一緒に整理していただければと思います。 

 

２ 今、学校で育てているホウセンカあるいはマリーゴールドの植木鉢を家庭へ持ち帰ることと

なります。１２日の授業参観後、または夏休み中の個人面談でいらした際に持ち帰りいただき

ますようよろしくお願いします。 

 

３ 総合で、かんぴょうについてのグループ学習を 

 すすめています。学校で本やインターネットを使っ   

て調べていますが、「家でも調べてきたい！」と言う  

子もいて、すでに、御家庭で協力していただきて色々 

調べてきている子もいます。お忙しい中御協力して 

いただきありがとうございます。学習のまとめには発 

表ができるように学習を進めていきたいと思います。 

国 語：もうすぐ雨に、本は友だち 

算 数：長さ、表と棒グラフ 

社 会：市ぜんたいのようす 

理 科：風とゴムのはたらき 

音 楽：くり返して重ねて 

図 工：絵画 

体 育：水泳、マット運動 

総 合：ふるさと薬師寺の良さを見つけよう 

道徳の授業では、「あと、一言」という題材で「誠実」について考えました。この題材の主人公は、危

ない遊びをしていた友達にその遊びに誘われます。「やめておく」と断ると、「君とはもう遊ばないか

ら。」と友達に言われてしまいます。主人公は腹をたてたまま家に帰りましたが、友達はその後ケガを

してしまいます。あと一言、「それは間違った遊びだよ。」と言えず、友達の行動を止められなかった主

人公の姿が描かれていました。「みんなは、友達が正しくないことをしているときに、友達に『それは間

違い』 

・８/３、８/３０に学習支援⑥⑦があります。 

・夏休み後の学校の始まりは９/３(月)です。 

年間計画と

は日程が変

わってしま

い、大変ご

迷惑をおか

けします。 

なかまの窓 

違っているよ』って言えるかな。」と尋ねると、「いえるよ！」と言う子もいましたが、「・・・ちょっと言えないか

な。嫌われたくないな・・・。」と悩んでしまった子も多くいました。あと一言が言えなかった主人公の気持ち

に、共感しているような様子でした。「でも・・・友達だからこそ言ってあげないと！」といった考えも出まし

た。「誠実であること」ってどういうことでしょうか。大人でも考えさせられるテーマです。道徳の授業を通し

て友達と一緒に考えていくことで、様々な考えに触れながら心を育ててほしいなと感じます。 


